油中のポリ塩化ビフェニール簡易測定技術　応募様式

１．応募機関（応募機関の会社概要等を添付して下さい。）

	名　称
	

	住　所
	

	担当者
	（所属）
　　　　　（氏名）

	連絡先
	（TEL）
　　　　　（FAX）

	
	（E-mail）


　共同応募の場合は以下にも記載願います。

	共同応募
機関名称
	

	住　所
	

	共同体制
	


２．応募技術　※最低限、カッコ内の項目は記載願います。

（1） 技術の名称

（2） 技術の概要

1 油中ＰＣＢ検出に要する前処理方法

2 原　理

3 操作フロー

4 利用実績

5 使用測定機器

6 検出下限と定量下限（下限値及び定義( eq \o\ac(○,例)標準偏差の３倍以上の測定濃度など)を記載して下さい。）※定量下限値を設定した根拠となるデータ（測定したサンプル組成、及び、その結果等）を合わせて添付して下さい。

7 キット化の有無、操作の自動化、現場測定への適用可否、稼動電源の有無などの簡易性

8 使用する薬剤の種類や使用量など

9 その他

※関連論文等技術資料を添付して下さい。

（3） 技術の特徴

操作の簡略化等により検出下限値の設定が変わる可能性があると思います。（ア）検出下限値を0.2mg/kgに設定、（イ）検出下限値を0.5mg/kgに設定、（ウ）検出下限値を 2mg/kgに設定、等を目安にして、検出下限値の設定別にそれぞれ、①～④項の記載をお願い致します。尚、複数の検出下限値の設定で記載する場合には、お手数ですが本用紙をコピーしてご使用下さい。

○ 検出下限値を（ア）0.2mg/kg、（イ）0.5mg/kg、（ウ）2mg/kg、（エ）その他（　　mg/kg）、【（ア）～（ウ）のいずれかを丸で囲んで下さい。その他の場合には（エ）を選択して下限値を記載して下さい。】に設定する場合

1 ２．（２）③で記載していただいた操作フローのうち、上記検出下限値に設定した場合に省略できる部分を記載して下さい。

2 油の採取から結果を得るまでの測定時間（前処理の時間と測定時間を分けて記載して下さい。）

3 測定処理能力（単位時間あたりに測定可能な検体数）

4 キット又は装置を市販する場合は、その予定価格。更にキットの場合は、１キットにて測定できる検体数

・キット又は装置の予定価格：

　　　　　・１キットにて測定できる検体数：

5 下記の検体数を一括して測定を受託する場合のコスト及びその内訳

１）１検体の場合

（ⅰ）総コスト：

（ⅱ）内　訳

・前処理に必要なコスト：

・測定コストのうち、ランニングコスト：

・測定コストのうち、使用機器自体のコスト(使用機器購入費用)：

２）１０検体の場合

（ⅰ）総コスト：

（ⅱ）内　訳

・前処理に必要なコスト：

・測定コストのうち、ランニングコスト：

・測定コストのうち、使用機器自体のコスト(使用機器購入費用)：

３）１００検体の場合

（ⅰ）総コスト：

（ⅱ）内　訳

・前処理に必要なコスト：

・測定コストのうち、ランニングコスト：

・測定コストのうち、使用機器自体のコスト(使用機器購入費用)：

（4） 現行の測定法注との比較データ（模擬試料、実サンプル試料、等）

注）「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法（平成４年厚生省告示第１９２号）別表第２または第３の第１」、「絶縁油中のポリ塩素化ビフェニル（ＰＣＢ）の分析方法規定　JEAC 1201-1901」、「昭和６３年９月８日付け環水管第１２７号 底質調査方法」等

比較データ記載例
	模擬試料
	JEAC1201
	ご提案測定法

	KC-300を鉱油で2.0mg/kgに希釈
	2.0mg/kg
	2.3mg/kg

	…
	…
	…


※特に、実サンプル試料の測定データにおいて、ＰＣＢ異性体情報がありましたらご提供願います。

（5） 実用化状況（既に市販、近く市販予定　　年　　月頃、開発完了、その他　※その他の場合は具体的に記載願います。）

（6） 技術特許、ライセンス関係

（7） 現状における課題等

（8） その他備考、特記事項
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